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を挙げます。T.A. Ingram,Adam Smith on Free Trade and Protection,1903は、スミスの『国
























Project of Empire: A Critical Study of the Economics of Imperialism with Special Reference to 
the Ideas of Adam Smith,1910という著作は、副題を見ると分かるように、スミスの思想に
関連して帝国の問題を論ずることを目的にしています。それはこの著作の economics of 
imperialism という言葉に表れています。






















































































































論』）や手紙などを含めて、自由貿易をした場合の穀物の輸入量は、only a few weeksだと














































































































































































































ついて 2点ほど出してみると、何よりもペティは経済学、初めてイギリスで political 
oeconomiesとか oekonomicksという言葉を言い始めたのはペティなんでね。ちなみに



































































































































































































にするわけですね。そのうちの 2分の 1は昨年、機械を、あるいは生産手段 をつくらせ
たと。残りの半分は、今年その機械を使って商品を作らせる。それがこの式になります。






















































































































































「one wordから one wordへと切り离ち難くつながって one sentenceがなり、one sentence





















































































































































































































区分 時代 作業体系 市場 法秩序
Ⅰ
産
業
革
命
18
世
紀
の
終
り
か
ら
① 労働・労働手段労働対象のう
ち、労働手段・労働対象の科
学化・技術化
② 道具・容器から機械・装置へ
③ 人力から水力・火力・電力エ
ネルギーへ
① 商品と貨幣、そして資本
② 非労働製造物の労働・土地・
資源の商品化
③ 商業資本・貸付資本から産業
資本へ
　 共同体の解体、資本制社会へ
④ 地方市場から国内市場へ
① 自然の秩序（法・規則）から
人間の習慣と法へ
② 社団法人・財団法人と会社法
③ コンメンダ・ソキエタスの合
名・合資から株式会社へ
④ 権利証券の所有者を出資者と
する所有者支配の法人
　 議決権・配当請求権・残余財
産分配権
⑤ 有限責任、所有者（株主）支配
Ⅱ
管
理
革
命
20
世
紀
の
始
め
か
ら
① 労働・労働力の科学・技術化、
能率増進運動から科学的管理
へ
② 職務体系から組織の科学科・
技術化
③ テイラーの科学的管理、テイ
ラーの二命題
　 「心から兄弟のような協働」と
「経験から科学へ」
④ 管理論における主流と本流
① 独占資本・金融資本・擬制資
本の成立
② 権利証券の商品化→擬制資本
の成立
③ 階級社会化の進行
④ 国内市場から国債市場へ
① 大規模化に伴う株式の分散と
機関所有の出現
② 所有者支配から経営者支配へ
③ ドラッカーの「見えざる革命」
Ⅲ
情
報
革
命
20
世
紀
の
終
り
か
ら
① 第二次産業革命＝ IT革命
　 電気通信技術におけるアナロ
グからデジタルへの大変革
　パソコンとネット
　自動機械体系の成立
② 第二次管理革命
　 自動機械体系の理論化、自己
組織性とプログラム、生物・
人間・自動機械の同一性の認
識
③人間界と自動機械界
① 資本制社会の発展と社会主義
国の崩壊、情報社会化による
グローバル市場の形成
② 第五の資本形態＝情報資本－
実体資本に対する架空資本
③ 競争の激化・利潤率・利子率
の低下
④ 市場・資本の自己組織性
① 市場の変質、リスク社会化、
不祥事の頻発
② 機関所有の変質→経営者支配
から所有者支配へ
③ マネジメントからガバナンス
へ
④ 大企業優先のガバナンス
⑤ 法と実態の乖離、市場と国家
※＜神の見えざる手＞、これからどう働くか
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